
事務 ト

管

15 36,912 33

理

,460 40,180

経

40,251 83,8

費

90 0 83,890 0

[

伸び率（％） 0.1%

長

△2.9% △9.2%

期

7.2% 8.9% 20

総

.3% 108.8% △

合

100% 0% 0%

人件

計

費
正規職員 9,031

画

9,351 8,216

]

7,893 7,803

そ

7,087 7,087

の

0 0 0

正規職員以外 0

他

0 0 0 0 0 0 0 0 0

小

分

計 9,031 9,35

野

1 8,216 7,89

別

3 7,803 7,08

目

7 7,087 0 0 0

国

標

庫支出金 0 0 0 0 0 0

２

0 0 0 0

県支出金 0 0

住

0 0 0 0 0 0 0 0

市　

み

　債 0 0 0 0 0 0 0 0

た

0 0

そ の 他 6,8

い

00 5,693 6,8

と

00 6,119 6,6

選

00 946 640 0 0

ば

0

一般財源（税等） 3

れ

3,840 25,52

る

2 30,112 27,

魅

341 33,580 3

力

9,305 83,25

が

0 0 83,890 0

所

あ

要人数 正規職員 1.1

ふ

3 1.17 1.02 0

れ

.98 0.98 0.8

る

9 0.89 0.00 0

ま

.00 0.00

（人）

ち

正規職員以外 0.00

事

0.00 0.00 0.

業

00 0.00 0.00

区

0.00 0.00 0.

分

00 0.00

主な予算

(

内訳
手数料　40,1

2

10千円

)
自治

３　目標及び実績
指

事

標名 単位 平成30年度

務

平成31年度 令和02

○

年度 令和03年度 令和

法

04年度

活
動
指
標

出前

定

講座回数
回

目標値 12

受

0 120 100

実績値

託

107 109 73

達成

事

度(%) 89.2% 9

務

0.8% 73% % %

目

そ

標値

実績値

達成度(%

の

)

成
果
指
標

一般廃棄物

他

のリサイクル率
％

目標

政

値 11.84 13.1

　

6 14.52

実績値 7

策

.92 7.90 7.9

４

達成度(%) 66.9

自

% 60.0% % % %

目

然

標値

実績値

達成度(%

と

)

共生する環境にやさしい社会の形成 会計 一般会計

款 衛生費

施　策 ２
循環型

事

社会の形成 会計・ 項 清掃費

予算区分 目 塵芥処理事業費

取組方針 １
ごみ減量の推進 大事業 塵芥処理事業

中事業 資源リサイクル事業

事業種別 継続 関連個別計画 一般廃棄物処理基本計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Te

業

l 一般廃棄物課 森本　延幸 435-1352

事業実施の根拠法令 関連課 収集センター

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

かん・ビン・紙

チ

・布等を資源としてリサイクルする。 循環型社会の形成を目指し、廃棄物の減量と資源物の有効利用を推進するため、かん・ビン・紙・布等を

中間処理の段階で資源として分別し、リサイクルするための事業

事
業
内
容

平成3

ェ

0年度 平成31年度 令和02年度 令和03年度 令和04年度

一般家庭から収集された下記 一般家庭から収集された下記 一般家庭から収集された下記 かん・ビン・紙・布等を資源

量の資源ごみを資源化し

事

た。 量の資源ごみを資

ッ

務

源化した。 量の資源ご

事

みを資源化した。 とし

業

てリサイクルするため

N

の

　 　 かん　　　　　

o

788.82トン 処理

事

をする。

かん　　　　

業

　743.87トン か

名

ん　　　　　696.

[

89トン びん　　　　

事

2,230.12トン

ク

業

びん　　　　2,34

基

8.96トン びん　　

本

　　2,210.75

情

トン ペットボトル　1

報

,240.23トン

ペ

]

ットボトル　1,18

9

0.99トン ペットボ

1

トル　1,180.6

3

4トン 紙　　　　　2

資

,747.38トン

紙

シ

源

　　　　　2,282

リ

.81トン 紙　　　　

サ

　2,225.99ト

イ

ン 布　　　　　　89

ク

6.54トン

布　　　

ル

　　　723.02ト

事

ン 布　　　　　　73

業

1.05トン

事業

ー

区分

２　事業コス

(

ト

事業費等（千円）
平

1

成30年度 平成31年

)

度 令和02年度 令和0

事

3年度 令和04年度

当

業

初予算 決算 当初予算 決

経

算 当初予算 決算 当初予

費

算 決算 計画 決算

事業費

○

40,640 31,2



性

削減に取り組んでいく

]

。

資源物の国内価格の

事

下落が起こり、より品

業

質の高い分別の指導啓

手

発が必要。

段は妥当か 現行の手段でよい ○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき ○ 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか ○ 急いで取り組む 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 ○ 重要かつ高い貢献度がある 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 負担は求められない ○ 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

平成２３年７月から雑がみを紙の一種として分別収集を開始し、収集資源を再生利用する取組が進んでいる。平成２８年４

月からは新しい分別収集による資源の

４

有効活用を図る。平成

　

３０年４月に青岸スト

事

ックヤードがオープン

業

し、市民が自己搬

入す

の

るごみから資源化可能

評

なものの選別をするこ

価

とでごみの減量及びリ

評

サイクルを推進してい

価

る。また、市民の自己

基

搬入に

担当課評価の根

準

拠
対応し、ごみの見え

[

る化を進め、ごみ減量

妥

に対する意識の向上に

当

寄与している。

和歌山

性

市一般廃棄物処理基本

]

計画により、令和２年

事

度目標とした対平成２

業

２年度比総ごみ量約３

の

０％減を目指し、様々

ニ

な取

り組みを行ってい

ー

る。平成２８年４月か

ズ

らは、今まで分別収集

は

していたプラスチック

あ

製容器包装を、週２回

る

の一般ごみとし

て回収

か

し、焼却することでご

増

み発電（熱回収）によ

加

る有効活用を行ってい

し

る。３Ｒの理念はリサ

て

イクルよりもリユース

い

が重

要であることから

る

、平成２８年度より紙

○

と布を別回収し布を古

横

着としてリユースする

ば

ことに取り組んでいる

い

。「青岸ストッ

見直し

減

・改善内容 クヤード」

少

において、かん、びん

し

等の資源搬入に対応し

て

、今まで焼却していた

い

青岸清掃センターに自

る

己搬入されるごみに含

[

まれる資源を選別・ス

妥

トックするなどにより

当

資源化と、焼却ごみの


